
l P tt A活動の変遷

埼
玉
県
立
大
宮
高
等
学
校

（大
宮
高
校
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
創
立

記
念
誌
で
た
び
た
び
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
参
考
と
し
て
要
点
の
み
を
記

載
す
る
。

そ
し
て
、
創
立
七
十
周
年
か
ら
現
在
ま
で
の
十
年
間
に
つ
い
て
、
特
に
、
大
宮
高
校
が

大
き
く
変
化
し
た
点
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
外
的
要
因
ど
内
的
要
因
に
分
け
て
、
具
体
的

な
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
そ
の
内
容
を
示
す
。

①
・　
過
去
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
あ
ゆ
み

螂
鐵
爾
鸞
轟
鐵
輔
樵
螂
鐵
難

残
さ
れ
て
い
る

「沿
革
誌
」
に
よ
る
と
、
昭
和
二
十

一
年
六
月
二
十
四
日
、
片
倉
学
園

中
学
校

・
農
業
学
校

（す
ぐ

「中
学
校
と
高
等
学
校
」
に
分
離
）
に
お
い
て
父
兄
会

（後

の

「保
護
者
会
し

発
起
人
会
が
開
か
れ
、
第

一
回
保
護
者
会
総
会
が
六
月
三
十
日
に
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
保
護
者
会
が
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
母
体
と
な
っ
て
い
る
。
片
倉
学
園
に
正
式

に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
組
織
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
二
年
十

一
丹
五
日
で
あ
る
。
こ
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
片
倉
学
園
高
等
学
校

（後
の

「大
宮
第

一
高
等
学
校
し

の
存
続
の
可
否
を
最
終

決
断
す
る
重
責
を
担
っ
た
。

大
官
女
子
高
等
学
校

（以
下

「大
宮
女
子
高
し

で
も
活
発
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
行
わ
れ
た
。

当
時
は
、
戦
後
の
混
乱
の
中
で
ヽ
い
か
に
学
校
を
存
続
さ
せ
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

大
宮
第

一
高
等
学
校

（以
下

「大
宮

一
高
し

と
大
宮
女
子
高
の
両
校
と
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

真
剣
に
対
応
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

昭
和
二
十
四
年
七
月
十
四
日
、
大
宮
女
子
高
が
大
宮

一
高
の
敷
地
内
に
移
転
し
た
。
そ

し
て
、
昭
和
二
十
五
年
十
月
十
日
に
両
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
合
併
と
県
立
移
管
に
つ
い
て
話
し

合
う
合
同
の
委
員
会
を
開
催
し
、
審
議
の
後
に
、
合
併
と
県
立
移
管
が
決
定
し
た
。

そ
の
後
、
合
併
に
伴
い
両
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
新
た
に
再
編
、
統

一
さ
れ
た
。

ｙ

Ｉ

漑

忘

狡

攀

轟

饒

疵

鰺

鉤

饉

［Ｐ
Ｔ
Ａ
の
設
立
］

大
宮

一
高
と
大
宮
女
子
高
の
合
併
と
県
立
移
管
に
よ
つ
て
、
昭
和
二
十
六
年
四
月
九
日

に
大
宮
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

（初
代
会
長
　
大
河
内
房
吉
氏
）
が
設
立
さ
れ
た
。
当
時
の
役
員
構

成
は
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
違
っ
て
い
る
の
が
、
地
区
委
員
に
加
え
て
各
ク
ラ
ス

委
員
が
選
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
現
在
は
地
区
委
員
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
、

会
則
に
お
け
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
針
等
は
、
そ
の
ま
ま
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

［後
援
会
の
設
立
］

そ
の
後
、
昭
和
三
十
年
十
月
十
六
日
に
、
本
校
教
育
の
充
実
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
後
援
会

（初
代
会
長
　
川
俣
清
氏
）
が
組
織
さ
れ
た
。

［期
成
会
の
設
立
］

後
援
会
に
よ
る
援
助
が
続
く
中
で
、
片
倉
学
園
と
し
て
建
設
さ
れ
た
校
舎
の
老
朽
化
が

旧
立
っ
て
く
る
と
、
そ
の
改
築
の
声
が
上
が
り
、
昭
和
四
十

一
年
に
校
舎
増
改
築
期
成
会

（初
代
会
長
　
福
永
健
司
氏
）
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
期
成
会
の
活
動
に
よ
り
、
昭
和
四

十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
に
第

一
期
工
事
、
昭
和
四
十
六
年

一
月
三
十
日
に
第
二
期
工
事

が
竣
工
し
て
現
在
の
南
北
校
舎
が
完
成
し
た
。
当
初
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
後
ヽ
日
酌
を

施
設
設
備
等
の
整
備
拡
充
に
寄
与
す
る
と
し
、
名
称
を
施
設
拡
充
期
成
会
と
改
称
し
た
。

な
お
、
こ
の
組
織
の
運
営
は
後
援
会
が
兼
ね
て
お
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

②
　
こ
の
十
年
間
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
あ
ゆ
み

大
宮
高
校
は
こ
の
十
年
間
で
大
き
く
変
化
し
た
と
外
部
か
ら
い
わ
れ
て
い
る
。
大
き
く

変
化
し
た
要
因
と
し
て
、
外
的
な
も
の
と
内
的
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
外
的
要
因
、
内
的
要
因
に
よ
つ
て
、
大
き
く
変
化
し
た
大
宮
高
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

関
係
を
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
例
を
挙
げ
な
が
ら
示
す
。
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■
夫
一き
く
一変
化
雌
晨
蒸̈
寝
高
機
， 共
外
的
棄
困
〕一“■

［通
学
区
域
に
関
す
る
規
則
の
廃
止
］

昭
和
二
十
五
年
か
ら
続
い
て
い
た
高
等
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則
が
廃
止
さ
れ
、

平
成
十
六
年
四
月

一
日
か
ら
県
民
で
あ
れ
ば
埼
玉
県
内
ど
こ
の
高
校
に
も
通
学
が
可
能
と

な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
宮
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
も
二
つ
の
大
き
な
影
響
が
出
て
き

て
い
る
。　
一
つ
は
、
包
括
範
囲
が
南
部
地
区
に
限
定
さ
れ
て
い
た
も
の
が
い
全
県
と
な
つ

た
こ
と
で
、
広
範
囲
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、

地
区
の
入
学
生
徒
数
が
毎
年
、
大
き
く
変
動
す
る
こ
と
で
、
そ
の
都
度
、
地
区
の
統
廃
合

や
地
区
懇
談
会
の
組
み
合
わ
せ
を
検
討
す
る
必
要
が
出
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

［文
部
科
学
省
か
ら
Ｓ
Ｓ
Ｈ
校
に
指
定
さ
れ
て
］

平
成
十
七
年
度
か
ら
、
科
学
技
術
、
理
科

・
数
学
教
育
を
重
点
的
に
行
う
高
校
と
し
て

文
部
科
学
省
か
ら
Ｓ
Ｓ
Ｈ
校

（∽
“
窮
『
マ
【８
８

口
一”
ｒ
ｒ
ｒ
８
じ

に
指
定
さ
れ
た
。

こ
の
指
定
の
影
響
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
も
良
い
効
果
と
し
て
働
き
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
も
科
学
的

な
発
想
や
科
学
技
術
を
体
験
す
る
意
欲
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
平
成
十
八
年

度
の
県
外
視
察
研
修
で
は
、
科
学
技
術
の
最
先
端
に
触
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
宇
宙

航
空
研
究
開
発
機
構

（旧
宇
宙
開
発
事
業
団
）
筑
波
宇
宙
開
発
セ
ン
タ
ー
の
見
学
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
と
し
て
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
後
で
詳
し
く
述
べ
る
が
、
平
成
十
八
年
度
に
実
施

し
た
普
通
教
室
に
ク
ト
ラ
ー
を
設
置
す
る
と
き
に
、
ク
ー
ラ
ー
方
式
の
選
定
に
先
立
っ
て

掲
げ
た
方
針
で
は
、
経
済
的
な
面
に
加
え
て
地
球
温
暖
化
対
策
等
の
環
境
に
配
慮
す
る
考

え
方
が
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
校
を
意
識
し
た
の
か
自
然
と
組
み
入
れ
ら
れ
た
。

［携
帯
メ
ー
ル
や
Ｅ
メ
ー
ル
の
活
用
］

高
校
生
の
必
需
品
の
ト
ッ
プ
に
、
携
帯
電
話
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
事
実
に
、
異
論

が
な
い
と
思
う
。
こ
の
傾
向
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
同
様
で
あ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
連
絡
網
に
は

自
宅
の
電
話
番
号
の
ほ
か
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
携
帯
電
話
番
号
、
携
帯
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

が
セ
ツ
ト
に
な
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
、
全
員
で
は
な
い
が
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
Ｅ

メ
ー
ル
が
加
わ
っ
て
い
る
。
個
人
な
の
か
会
社
な
の
か
見
間
違
う
よ
う
な
状
況
で
あ
り
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
間
の
情
報
や
資
料
の
交
換
が
電
子
化

・
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
き
て
い
る
。
五
年
前

で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
「

外
部
会
議
の
待
ち
合
わ
せ
で
も
、
携
帯
電
話
が
あ
る
の
で
迷
う
こ
と
が
な
い
こ
と
と
、

交
通
渋
滞
な
ど
の
予
期
せ
ぬ
状
態
で
も
迅
速
に
連
絡
が
で
き
、
そ
の
後
の
対
応
も
ス
ム
ー

ズ
に
な
つ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
役
員
会
や
合
同
委
員
会
に
提
出
さ
れ
る
資
料
も
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
交
換
し
な
が
ら
、
ワ
ー
プ
ロ
に
加
え
て
イ
ラ
ス
ト
も
加
わ
っ
た
体
裁
で
、
プ
ロ

が
作
る
も
の
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
良
い
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
電
子
化

・
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
で
、
役
員
会
議
の
回
数
を
極
力
少
な
く

す
る
方
向
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
反
面
で
、
人
と
人
の
繋
が
り
が
薄
れ
る
な
ど
、

バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
調
整
す
る
か
と
い
う
新
し
い
課
題
も
出
て
き
て
い
る
。

［社
会
と
の
繋
が
り
を
持
ち
な
が
ら
の
Ｐ
丁
Ａ
活
動
］

こ
の
十
年
間
で
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
や
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
人
が
中
心
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、

す
な
わ
ち
、
社
会
と
の
繋
が
り
を
持
ち
な
が
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
シ
フ
ト
し
て
き
て
い
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
中
で
、
現
役
の
生
徒
の
保
護
者
は
、
ほ
と
ん
ど
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で

職
業
に
就
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
職
業
人
、
主
婦

（主
人
）
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と

一
人
で
何

役
も
こ
な
し
、
社
会
と
の
繋
が
り
を
持
っ
て
い
る
マ
ル
チ
人
間
の
保
護
者
が
中
心
と
な
っ

て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
少
し
気
に
な
る
の
は
、
男
性
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
が
激
減
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
十
年
間
で
も
平
成
十
二
年
度
ま
で
は
、
保
護
者
か
ら
選
出
さ
れ
る
役
員
十
数
名
の

中
に
三
～
四
名
程
度
の
男
性
役
員
が
入
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
数
年
は
二
名
と
な

り
、
つ
い
に
平
成
十
八
年
度
は

一
名
の
み
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
社
会
、
特
に
職
場
で
は

最
も
働
き
盛
り
の
年
頃
で
あ
り
、
子
供
の
教
育
は
大
切
で
あ
る
が
、
正
直
に
い
っ
て
、
高

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
ま
で
は
手
が
回
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
十
分
に
理
解
で
き
る
。
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だ
か
ら
、
多
く
は
期
待
で
き
な
い
と
し
て
も
、
せ
め
て
、　
一
学
年
か
ら

一
人
は
男
性
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
選
出
し
て
ほ
し
い
と
願
う
限
り
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
役
員
の
中
の
男
性

が
三
名
と
な
り
、
割
合
で
い
う
と
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
な
る
。
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
の

議
決
権
は
大
き
い
で
す
よ
。
目
指
せ
、
男
性
役
員
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
。

祠
趙
慇
勒
礫
褥
蠅
儡
財
祓
鉤
免
財
鐵
祠
渕
麟
爾
鶉
祠
鯰

［や
ま
ば
う
し
会
館
の
オ
ー
プ
ン
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

県
の
防
災
拠
点
校
整
備
の
一
環
で
、
平
成
九
年
度
に

「
や
ま
ぼ
う
し
会
館
」
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
当
初
、
同
窓
会
の
協
力
で
建
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
県

の
防
災
拠
点
校
整
備
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め
の
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
「や
ま
ぼ
う
し
会
館
」
は
、
生
徒
が
毎
日
利
用
す
る
食
堂
、
ク
ラ
ブ
活
動
で

の
利
用
及
び
合
宿
時
の
宿
泊
場
所
と
し
て
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
の
関
係
で
は
、
参
加
者
が
多
い
総
会
や
合
同
委
員
会
で
使
用
し
た
り
、

九
月
に
行
わ
れ
る
文
化
祭

（大
高
祭
）
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
作
品
の
展
示
場
所
と
し
て
も
活
用
さ

せ
て
も
ら
つ
て
い
る
。

［団
体
戦
の
進
路
指
導
と
Ｐ
丁
Ａ
活
動
］

大
宮
高
校
の
進
路
指
導
は
団
体
戦
で
あ
る
。
ま
た
い
特
徴
の
あ
る
秘
策
が
さ
ま
ざ
ま
に

展
開
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
六
十
五
分
授
業
、
隔
週
の
土
曜
授
業
、
二
学
期
制
「
校
内

講
習
会
い
放
課
後
の
教
室
自
習
等
と
次
々
に
秘
策
が
思
い
当
た
る
。
　
．

こ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
秘
策
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
関
係
に
つ
い
て
見
る
と
、
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、
進
路
は
学
校
を
信
じ
て
い
れ
ば
何
と
か
な
る
と
思
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う

す
る
と
、
保
護
者
と
し
て
は
家
庭
教
育
、
特
に
、
子
供
の
身
体
と
心
の
健
康
作
り
に
気
を

つ
け
れ
ば
良
い
こ
と
に
な
る
。
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
分
野
外
の
塾
や
予
備

校
の
心
配
を
し
な
く
て
も
良
い
の
で
あ
る
か
ら
、
健
康
作
り
に
専
念
す
れ
ば
良
い
。

す
な
わ
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
、
本
来
の
姿
で
あ
る
子
供
達
が
授
業
等
の
学
習
や
ク
ラ
ブ
活

動
に
集
中
で
き
る
環
境
作
り
に
努
め
る
こ
と
に
絞
ら
れ
る
。
ま
た
ヽ
先
生
方
が
生
徒
に
か

か
わ
れ
る
時
間
を
、
で
き
る
だ
け
多
く
作
れ
る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
で
あ
る
。

平
成
十
八
年
度
か
ら
、
隔
週
の
土
曜
日
に
授
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
れ
は
、
埼
玉
県

内
の
県
立
高
校
で
も
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
新
聞
紙
上
や
テ
レ
ビ
で
も
特
集
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
た
。

こ
の
土
曜
授
業
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
関
係
で
あ
る
が
、
過
去
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
合
や
会
議
な

ど
の
活
動
は
土
曜
日
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
て
き
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
担
当
の
先
生
方

は
土
曜
休
日
に
学
校
に
出
勤
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行

っ
て
き
て
お
り
、
実
際
は
負
担
に

な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
、
土
曜
授
業
に
合
わ
せ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
行
わ
れ
る

こ
と
で
、
忙
し
い
先
生
方
が
少
し
で
も
時
間
を
有
効
に
使
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

な
お
、
二
学
期
制
が
導
入
さ
れ
た
平
成
十
五
年
度
か
ら
、
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
」
も
年
二
回

の
発
行
と
、　
一
回
少
な
く
な
っ
て
し
ま

つ
た
こ
と
は
、
学
校
側
と
家
庭
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
減
少
し
た
こ
と
で
あ
り
、
少
し
淋
し
い
気
持
ち
に
も
な
る
。

［単
年
度
会
長
と
複
数
年
継
続
会
長
の
役
割
］

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
は
現
役
の
生
徒
の
保
護
者
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
会
長

は
単
年
度
で
の
交
代
の
確
率
が
高
い
。
特
に
、
平
成
七
年
度
か
ら
十
五
年
度
ま
で
の
九
年

間
は
、
毎
年
、
会
長
が
交
代
す
る
人
事
で
あ
っ
た
。
単
年
度
会
長
の
役
割
と
複
数
年
継
続

会
長
の
役
割
は
、
お
の
ず
か
ら
異
な
っ
て
い
る
。
複
数
年
継
続
会
長
の
役
割
は
、
長
い
時

間
を
か
け
な
い
ど
実
現
で
き
な
い
全
面
的
な
会
則
改
正
、
学
校
全
体
に
か
か
わ
る
設
備
の

設
置
、
施
設
の
建
設
、
新
し
い
制
度
や
仕
組
み
の
導
入
等
で
あ
る
。

幸
い
に
も
、
八
十
周
年
を
迎
え
る
ま
で
の
三
年
間
は
同
じ
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
下
で
、
様
々

な
課
題
に
取
組
み
成
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。
事
例
を
示
す
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中
心
の
取

組
み
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
則
の
全
面
的
な
改
正
、
普
通
教
室
へ
の
ク
ー
ラ
ト
の
設
置

（後
で

詳
し
く
説
明
）
等
で
あ
る
。
ま
た
、
学
校
行
事
で
は
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
、
土
曜
授
業

の
導
入
、
八
十
周
年
記
念
事
業
等
で
あ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
積
極
的
に
応
援
し
て
き
た
。
ま
だ
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多
く
の
も
の
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
ま
さ
に
改
革
の
連
続
で
あ
つ
た
。

大
き
な
改
革
を
行
う
と
、
ど
う
し
て
も
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
と
な
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
体
に
疲
労

感
が
残
る
¨
そ
の
よ
う
な
と
き
に
、
癒
ｔ
と
次
代
に
上
手
く
引
き
継
ぐ
準
備
を
行
う
た
め

の
単
年
度
会
長
の
役
割
が
出
て
く
る
。
単
年
度
会
長
と
複
数
年
継
続
会
長
は
と
も
に
必
要

で
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
選
出
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
。
過
去
を
振
り
返
る
と
、
不
思
議

な
も
の
で
、
偶
然
か
必
然
か
は
別
と
し
て
、
大
宮
高
校
の
そ
の
時
々
に
ふ
さ
わ
し
く
必
要

と
さ
れ
た
人
材
が
、
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
し
た
状
態
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。

［Ｐ
Ｔ
Ａ
会
則
の
改
正
］

こ
の
十
年
間
で
は
、
会
則
の
改
正
が
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
く
、
期
成
会
会
則
が
平
成

十
年
に

一
回
改
正
さ
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
後
援
会
の
会
則
は
全
ぐ
改
正
さ
れ

て
い
な
か
つ
た
。

実
際
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
会
則
に
照
ら
し
て
見
る
と
、
食
い
違
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
散
見

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
是
正
に
は
二
つ
の
方
法
が
あ
る
。　
一
つ
目
は
、
現
状
の
会
則
に
沿
つ

て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
実
施
す
る
方
法
で
あ
る
。
二
つ
日
は
、
実
際
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
合
わ
せ

て
会
則
を
改
正
す
る
方
法
で
あ
る
「

こ
れ
ら
の
方
法
に
従
っ
て
、
平
成
十
七
年
度
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
則
の
改
正
と
実
施
に
つ
い
て

の
見
直
し
を
行
っ
た
。　
一
つ
目
の
現
状
の
会
則
に
沿
っ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
実
施
す
る
方
法

で
は
、
監
事
の
活
動
が
あ
り
、
監
事
も
執
行
部
に
加
わ
っ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行
っ
て
い
た

も
の
を
、
本
来
の
姿
で
あ
る
会
計
監
査
に
専
念
さ
せ
た
。
二
つ
目
の
実
際
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
合
わ
せ
て
会
則
を
改
正
す
る
方
法
で
は
、
地
区
委
員
の
明
確
化
、
実
際
に
活
動
し
て
い

な
い
専
門
部
会
の
位
置
づ
け
を
現
状
に
合
わ
せ
た
こ
と
等
で
あ
っ
た
。

後
援
会
及
び
期
成
会
の
会
則
に
つ
い
て
も
、
同
様
な
対
応
が
取
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

時
期
を
見
な
が
ら
の
改
正
や
見
直
し
が
行
わ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
後
援
会
及
び
期
成
会
の
会
則
は
、
「
３
　
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
後
援
会

・
期
成

会
の
会
則
」
に
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

◎
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
後
援
会

・
期
成
会
の
歴
代
会
長

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
援
会

期
成
会

146



l PTA活 動の変遷

③
・　
最
近
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
ト
ビ
ッ
ク
ス

か
ね
て
か
ら
保
護
者
や
生
徒
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
た
、
普
通
教
室
に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置

す
る
こ
と
が
実
現
で
き
た
。
こ
こ
で
は
、
大
宮
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
普
通

教
室
に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
し
た
の
か
を
、
月
刊
環
境
専
門
誌

「資
源
環
境
対
策
」
の
平
成

十
八
年
八
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
を
も
と
に
し
て
紹
介
す
る
。

地
球
温
暖
化
対
策
等
の
環
境
に
配
慮
し
た
公
立
高
校
の
ク
ー
ラ
ー
の
設
置

―
埼
玉
県
立
大
宮
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
取
組
み
１
　
町
田
　
勝
、
高
橋
仁
美

［は
じ
め
に
］

全
国
の
公
立
高
校
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
や
図
書
室
等
の
特
別
教
室
以
外
の
普
通
教

室
に
、
ク
ー
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
で
あ
る
。
ま
れ
に
、

公
立
高
校
の
立
地
条
件
ヽ
例
え
ば
自
衛
隊
基
地
周
辺
に
位
置
す
る
た
め
に
、
防
音
対
策
で

窓
を
開
け
ら
れ
な
い
等
の
理
由
で
、
例
外
的
に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
す
る
措
置
を
取
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
し
か
し
、
普
通
教
室
に
は
ク
ー
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
の
が

一

般
的
で
あ
る
。
私
達
の
埼
玉
県
立
大
宮
高
等
学
校

（以
下

「大
宮
高
校
し

も
同
様
に
、
平

成
十
七
年
度
ま
で
普
通
教
室
に
ク
ー
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
な
く
、
酷
暑
期
に
は
窓
を
開

け
て
も
室
温
が
体
温

（三
十
六
℃
）
以
上
と
な
り
、
生
徒
が
授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
に
集
中

で
き
な
い
状
況
も
と
き
と
し
て
あ
っ
た
。

大
宮
高
校
で
は
、
生
徒
や
保
護
者
か
ら
普
通
教
室

へ
の
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
を
望
む
声
が
、

学
校
側
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
執
行
部
に
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
学
校
側
も
熱
心
に
埼
玉
県
教
育
局
と
折

衝
し
た
が
、
県
の
方
針
と
し
て
い
受
益
者
の
負
担
に
よ
り
実
施
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
場
所
、

つ
ま
り
校
舎
の
提
供
は
可
能
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
考
え
方
は
埼
玉
県
だ
け

で
は
な
ぐ
全
国
的
な
も
の
で
、
設
置
工
事
、
維
持
管
理
及
び
運
転
等
に
か
か
る
全
て
の
経

費
を
受
益
者
が
負
担
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
特
殊
な
例
と
し
て
、
大
阪
府
、

京
都
府
、
和
歌
山
県
、
鳥
取
県
、
福
井
県
で
は
補
助
金
支
給
等
に
よ
り
、
ク
ー
ラ
ー
の
設

置
工
事
費
の
一
部
を
補
助
す
る
施
策
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
維
持
管
理
及
び
運
転
等
に

か
か
る
全
て
の
経
費
を
地
方
自
治
体
が
負
担
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
①
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
埼
玉
県
立
春
日
部
高
等
学
校

（以
下

「春
日
部
高
校
し

Ｐ
Ｔ

Ａ
で
は
平
成
十
七
年

一
月
の
臨
時
総
会
に
お
い
て
、
普
通
教
室
に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
た
②
。
こ
の
情
報
を
受
け
て
大
宮
高
校
で
も
、
に
わ
か
に
普
通
教
室
へ

の
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
の
議
論
が
進
ん
で
き
た
。
そ
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
執
行
部
で
の
予
備
調
査
、

定
期
総
会
で
の
方
向
性
の
確
認
、
本
格
調
査
及
び
臨
時
総
会
で
の
承
認
を
得
て
、
平
成
十

八
年
六
月

一
日
か
ら
普
通
教
室
で
ク
ー
ラ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
普
通
教
室
に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
の
意
見
、
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
に
先
立
ち
掲
げ
た
方
針
、
契
約
方

法
の
調
査
及
び
ク
ト
ラ
ー
方
式
の
選
定
に
つ
い
て
、
大
宮
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
取
組
み
を
示
す
。

［①
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
に
先
立
ち
掲
げ
た
方
針
］

春
日
部
高
校
が
普
通
教
室
に
ク
ト
ラ
ー
を
設
置
す
る
と
の
情
報
を
受
け
て
、
大
宮
高
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
執
行
部
で
は
予
備
調
査
を
行
い
、
同
時
に
、
全
保
護
者
に
対
し
て
、
ク
ー
ラ
ー
の

設
置
の
可
否
に
つ
い
て
の
意
見
を
確
認
す
る
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

つ
た
。
そ
の
結
果
は
、

図
①
の
と
お
り
で
あ
り
、　
一
～
三
年
生
全
体
で
は

回
答
率
が
七
十
七
％
、
回
答
の
中
の
賛
成
が
九
十

％
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
ク
ー
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
る

と
実
際
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
。
二
年
生

の
み
で
は
、
回
答
率
が
八
十
五
％
「
回
答
の
中
の

賛
成
が
九
十
三
％
で
あ
り
、
大
多
数
の
賛
成
が
得

ら
れ
た
。
し
か
し
、　
一
部
で
は
教
育
的
な
視
点
や

実
施
枠
組
み
そ
の
も
の
に
対
す
る
貴
重
な
意
見
も

％

００

El未回答

■意見のみ

圏反対

■賛成

図① クーラーの設置についての
保護者へのアンケート調査結果

1年生   2年 生  3年 生   全体
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あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
抜
粋
し
表
①
に
示
す
。

意
見
を
要
約
す
る
と
、
体
調
不
安
説
、
地
球
環

境
問
題
、
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
論
及
び
保
護
者
負

担
に
反
対
等
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
い
平
成
十
七
年
五
月
の
大
宮
高
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
定
期
総
会
で
、
普
通
教
室
に
ク
ー
ラ
ー

を
設
置
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
審
議
し
た
。
そ

の
結
果
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
執
行
部
が
中
心
と
な
り
、
設

置
を
前
提
と
し
て
本
格
調
査
を
行
う
こ
と
の
承

認
が
得
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
執
行
部
が
最
初
に
行
っ
た

こ
と
は
、
普
通
教
室
に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
す
る

の
に
先
立
ち
表
②
に
示
す
と
お
り
、
①
環
境
に
配
慮
、
②
設
置

工
事
費
が
低
廉
、
③
保
護
者
負
担
が
低
廉
、
の
三
つ
の
方
針
を

掲
げ
た
。
そ
の
方
針
が
出
て
き
た
背
景
に
は
、
大
宮
高
校
が
Ｊ

Ｒ
さ
い
た
ま
新
都
心
駅
か
ら
約
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
住
宅
地
に

位
置
し
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
い
科
学
技
術
、
理
科

ｏ
数
学
教

育
を
重
点
的
に
行
う
高
校
と
し
て
文
部
科
学
省
か
ら
Ｓ
Ｓ
Ｈ
校

の
ｃ
り
ｑ
マ
【８
８

目
【”
ｒ
∽
ｏ
Ｆ
８
じ

に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
、
科
学
的
な
発
想
を
基
に
、
少
し
で
も
地
球
温
暖
化
対
策
等

の
環
境
に
配
慮
し
た
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
し
た
い
と
の
希
望
が

あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

［②
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
し
た
公
立
高
校
の
状
況
］

春
日
部
高
校
と
同
時
期
の
平
成
十
七
年
度
に
、
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
し
た
埼
玉
県
内
の
県

立
高
校
は
八
校
で
あ
っ
た
。
ク
ー
ラ
ー
方
式
の
内
訳
は
、
電
気
通
常
方
式
が
四
校
、
ガ
ス

方
式
が
二
校
、
軽
油
発
電
方
式
が
二
校
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
高
校
で
は
、
設
置
工
事
、

維
持
管
理
及
び
運
転
等
に
か
か
る
全
て
の
経
費
を
保
護
者
が
負
担
し
て
い
る
。

珍
し
い
ヶ
ト
ス
と
し
て
、
中
高

一
貫
教
育
の
導
入
を
予
定
し
い
校
舎
の
新
設
工
事
の
た

め
に
教
室
の
窓
を
開
閉
で
き
な
い
と
し
、
設
置
工
事
か
ら
運
転
ま
で
の
全
て
の
経
費
を
市

が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
さ
い
た
ま
市
立
浦
和
高
校
も
同
時
期
の
ク
ー
ラ
ー
の
設
置

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ク
ー
ラ
ト
方
式
と
し
て
電
気
蓄
熱
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。

［③
契
約
方
法
の
調
査
及
び
ク
ー
ラ
ー
方
式
の
選
定
］

契
約
方
法
を
調
査
す
る
中
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
任
意
団
体
で
法
人
格
が
な
い
た
め
に
、
設
置

工
事
費
を
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
す
る
メ
ー
カ
ー
等
で
取
り
扱
う
リ
ー
ス
会
社
を
利
用
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
リ
ー
ス
会
社
に
は
、
任
意
団
体
で
あ
っ
て
も
大
宮
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
契
約
が

で
き
て
名
義
変
更
が
可
能
な
と
こ
ろ
。
任
意
団
体
で
あ
る
た
め
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
個
人
と
の

契
紅
が
必
要
で
、
保
証
人
を
必
要
と
し
た
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
個
人
担
保
を
必
要
と
す
る
と

こ
ろ
も
あ
っ
た
。
保
証
人
及
び
個
人
担
保
を
条
件
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
残
念
な
が
ら
選
定

対
象
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

ク
ー
ラ
ー
方
式
の
選
定
で
は
、
既
に
表
②
で
示
し
た
方
針
を
前
提
と
し
て
、
環
境
に
配

慮
、
経
済
及
び
制
度
の
三
点
に
着
眼
し
た
。

最
初
に
、
大
宮
高
校
が
住
宅
地
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
軽
油
発
電
方
式
は
騒
音

等
の
問
題
が
予
想
さ
れ
る
た
め
に
選
定
か
ら
除
外
し
た
。

残
り
の
ガ
ス
方
式
と
電
気
方
式
に
つ
い
て
、
三
十
二
普
通
教
室
に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
す

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
詳
し
く
調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
電
気
方
式
で
は
、

電
気
通
常
方
式
、
電
気
蓄
熱
方
式
の
二
方
式
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
比
較
結

果
を
表
③
に
示
す
。

環
境
に
配
慮
の
点
で
は
、
ガ
ス
方
式
と
電
気
方
式
で
見
方
に
よ
っ
て
一
長

一
短
が
あ
る

も
の
の
、
こ
れ
ら
は
総
じ
て
周
辺
環
境
へ
の
影
響
が
少
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、

表① 保護者に対するアンケートでの貴重な意見

空調の無い所でも対応できるよう訓練

入学していない保護者にも負担が継続

体操着で授業を受ける等、服装で調整

昔から学校は暑い中で勉強するところ

高校の 3年間くらいは暑さに耐える

家庭でも冷房を使用していない

県の設備として設置するべき

1具体的

'な

意1見

地球温暖化への配慮が必要

外気温との差で体調を崩す

本人が冷え性で心配

扇風機でよいのでは

体力保持への懸念

表② クーラーの設置に先立ち掲げた方針

周辺への騒音 。排ガス対策

設置工事費が低廉
コンパクトで工事が簡単

保護者負担が低廉
極カメンテナンスフリー

設備導入費が低廉

省エネ・省電力
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地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
見
る
と
、
ガ
ス
方
式
と

電
気
蓄
熱
方
式
が
電
気
通
常
方
式
に
比
較
し
て
、
二

酸
化
炭
素

（Ｃ
０
２）
の
排
出
量
が
少
な
く
な
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

次
に
、
経
済
及
び
制
度
の
点
で
は
、
予
備
見
積
を

取
っ
て
見
る
と
、
全
て
の
経
費
が
安
い
方
か
ら
電
気

蓄
熱
方
式
、
ガ
ス
方
式
、
電
気
通
常
方
式
の
順
と

な
っ
た
。
電
気
蓄
熱
方
式
が
安
い
要
因
は
、
深
夜
電

力
の
利
用
を
行
い
昼
間
の
ピ
ー
ク
電
力
使
用
を
抑
制

し
平
均
化
す
る
た
め
に
基
本
料
金
が
低
減
で
き
、
加

え
て

一
台
当
た
り
月
九
八
〇
円

（平
成
十
七
年
度
）

の
定
額
割
引
の
制
度
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、

電
気
方
式
は
通
常
方
式
、
蓄
熱
方
式
と
も
に
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
フ
リ
ー
を
前
提
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ガ

ス
方
式
は
、
制
度
と
し
て
安
全
対
策
を
含
む
保
守
点

検
契
約
が
年
間
を
通
し
て
必
要
で
あ
り
、
制
度
の
点
で
課
題
を
残
し
た
。
別
に
、
あ
る
程

度
は
予
想
し
て
い
た
が
、
リ
ー
ス
会
社
に
よ
っ
て
リ
ー
ス
乗
率
が
大
き
く
違
う
こ
と
で
、

こ
の
リ
ト
ス
乗
率
の
差
が
最
終
選
定
で
は
大
き
な
ウ
ェ
ー
ト
に
な
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

こ
こ
ま
で
調
査
し
た
段
階
の
平
成
十
七
年
十
月
に
ヽ
大
宮
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
臨
時
総
会

を
開
催
し
、
三
十
二
の
普
通
教
室
と
二
つ
の
特
別
教
室
の
合
計
三
十
四
教
室
に
ク
ー
ラ
ー

を
設
置
す
る
こ
と
の
審
議
を
行
い
、
保
護
者
の
総
意
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。

臨
時
総
会
で
承
認
さ
れ
て
か
ら
、
直
ち
に
、
ク
ト
ラ
ー
方
式
の
最
終
選
定
に
進
ん
だ
。

そ
し
て
、
十
年
間
の
リ
ー
ス
契
約
を
前
提
と
し
た
見
積
競
争
を
行

い
、
設
置
す
る
ク
ー

ラ
ー
方
式
を
選
定
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
結
果
、
最
終
的
に
選
定
し
た
も
の
は
、
地

球
温
暖
化
対
策
等
の
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
、
か
つ
、
全
て
の
経
費
の
合
計
が
最
も
低
廉

と
な
る
電
気
蓄
熱
方
式

（
エ
コ

・
ア
イ
ス
　

ユヽ

一　
ぐ

つ
ぴ
―
）
で
あ

っ
た
。

［④
埼
玉
県
内
の
県
立
高
校
で
の
ク
ー
ラ
ー
の
設

置
状
況
］

大
宮
高
校
と
同
じ
平
成
十
八
年
度
に
設
置
工
事

を
行
い
、
こ
の
夏
か
ら
ク
ー
ラ
ー
を
使
用
す
る
県

立
高
校
は
埼
玉
県
内
で
二
十
二
校
と
な
る
。
な
お
、

平
成
十
七
年
度
に
既
に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
し
て
い

る
県
立
高
校
が
八
校
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
度

に
比
較
し
て
、
今
年
度
は
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
が
大

幅
に
増
加
し
た
。
合
計
す
る
と
、
こ
の
二
年
間
で

三
十
校
が
普
通
教
室
に
新
し
く
ク
ー
ラ
ー
を
設
置

し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
、
県
立
高
校
の
ク
ー

ラ
ー
の
設
置
状
況
を
図
②
に
示
す
。

埼
玉
県
内
の
県
立
高
校
で
は
、
受
益
者
の
負
担

を
前
提
と
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
積
極
的
に
動
き
、
普
通

教
室
に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
す
る
目
標
に
対
し
て
、

一
生
懸
命
に
取
組
ん
だ
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
二
年
間
で
設
置
さ
れ
た
三
十
校
の
ク
ー

ラ
ー
方
式
を
見
る
と
図
③
に
示
す
と
お
り
、
電
気

通
常
方
式
が
全
体
の
半
数
の
十
五
校
、
電
気
蓄
熱
方
式
が
八
校
、
ガ
ス
方
式
が
六
校
、
軽

油
発
電
方
式
が

一
校
で
あ
っ
た
。
な
お
、
平
成
十
七
年
度
に
軽
油
発
電
方
式
を
採
用
し
た

二
校
の
中
で

一
校
は
、
平
成
十
八
年
度
に
電
気
通
常
方
式
に
変
更
し
て
い
る
。

［⑤
大
宮
高
校
の
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
状
況
］

大
宮
高
校
の
普
通
教
室
に
設
置
さ
れ
た
ク
ー
ラ
ー
の
概
要
を
表
④
に
示
す
。
ま
た
、
校

舎
の
横
に
並
ぶ
ク
ー
ラ
ー
室
外
機
の
状
況
を
写
真
で
示
す
。

ク
ー
ラ
ー
の
設
置
工
事
、
維
持
管
理
及
び
運
転
等
に
か
か
る
全
て
の
経
費
を
、
リ
ー
ス

注)金額は税抜き額

図③ 県立高校で設置されてい
クーラー方式

(出所 :埼玉県教育局財務課)

0~   17年
度      18年 度

図② クーラーを設置した県立高校の推移
(出所 :埼玉県教育局財務課)

囲軽油発電

圏ガス

■電気蓄熱

■電気通常

15

10

5

表③ 選定で比較したクーラー方式 (32普通教室に設置した場合)

設置工事費 44,900千円 41,710千円 44,000千円

リス乗率 (10年 リース) 1.25%/月 1.0%/月 1.23%/月

電気代等
(10年間分)

基本料金 14,231千 円 8,747千 円

8,450千 円従量料金 9,046千 円 8,308千 円

定額割引 0千円 ▲3,763千 円

保守点検 0千円 0千円 必要

C02排出量 基準 削減 肖」減

周辺環境への影響 ほとんどなじ ほとんどなし ほとんどなし

軽油発電
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契
約
期
間
の
十
年
で
平
均
化
す
る
と
、
保
護
者

一
人
当
た
り
の
納
入
月
額
は
六
八
〇
円
と
な
る
。

こ
の
金
額
を
情
報
が
得
ら
れ
て
い
る
他
校
之
比

較
す
る
と
、
全
て
の
経
費
を
受
益
者
が
負
担
す

る
茨
城
県
立
緑
岡
高
等
学
校
で
は
月
額
六
五
〇

円

（二
十

一
教
室
、
生
徒
数
八
四
〇
人
）
③
、

千
葉
県
立
千
葉
東
高
等
学
校
で
は
月
額
六
六
〇

円

含
一十
七
教
室
、
生
徒
数
九
七
七
人
）
④
と
な

り
、
大
宮
高
校
と
ほ
ぼ
同
額
の
納
入
月
額
に

な

っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
補
助
金
等
に
よ

っ
て
多
少
な
り

と
も
補
助
が
行
わ
れ
て
い
る
高
校
を
見
る
と
、

大
阪
府
で
は
空
調
使
用
料
と
し
て

一
律
月
額
四

五
〇
円

（
一
四
三
校
）
④
、
福
井
県
で
は
学
校
に

よ

っ
て
格
差
が
出
て
い
て
月
額
七
〇
〇
ヽ
八
十

五
円
程
度

含
一十
校
）
①
と
な

っ
て
お
り
、
補
助

の
分
だ
け
保
護
者

一
人
当
た
り
の
納
入
月
額
が

安
く
な

っ
て
い
る
の
を
確
認
で
き
る
つ
た
だ
し
、

保
護
者

一
人
当
た
り

の
納
入
月
額
は
、
ク
ー

ラ
ー
を
設
置
す
る
教
室
数
と
生
徒
数
、
地
方
自

治
体
の
補
助
や
同
窓
会
か
ら
の
協
力
等
に
よ
り
決
ま
る
金
額
で
あ
り
、
各
高
校
の
お
か
れ

た
状
況
に
よ
っ
て
色
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

［お
わ
り
に
］

以
上
、
平
成
十
七
年

一
月
に
行
わ
れ
た
春
日
部
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
臨
時
総
会
で
、
普
通
教

室
に
ク
ー
ラ
ト
を
設
置
す
る
と
の
情
報
を
得
て
か
ら
、
大
宮
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
ど
の
よ
う
に

取
組
ん
だ
か
、
そ
の
経
緯
を
示
し
た
。
そ
の
結
果
、
地
球
温
暖
化
対
策
等
の
環
境
に
配
慮

し
、
全
て
の
経
費
の
合
計
が
最
も
低
廉
な
電
気
蓄
熱
方
式

（
エ
コ
・
ア
イ
ス
　

ュヽ
一　
ぐ
っ

ぴ
―
）
の
ク
ー
ラ
ー
を
普
通
教
室
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
た
“
そ
し
て
、
そ
の
ク
ー

ラ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
酷
暑
期
で
も
生
徒
が
授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
に
集
中
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
任
意
団
体
で
法
人
格
が
な
い
こ
と
に
よ
り
、
三
つ
の
問
題
点
を
感

じ
た
の
で
、
最
後
に
そ
れ
ら
を
述
べ
る
。　
一
一つ
目
の
問
題
点
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
任
意
団
体
で
法

た
格
が
な
い
た
め
に
、
政
府
系
金
融
機
関
か
ら
の
電
力
負
荷
平
準
化
等
の
低
利
融
資
が
得

ら
れ
な
く
、
契
約
方
法
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
契
約
主
体
ど
す
る
リ
ト
ス
契
約
ぐ
ら
い
し
か
な

い
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
目
の
問
題
点
は
、
地
方
自
治
体
が
契
約
主
体
で
あ
れ
ば
発
生
し
な

い
税
負
担
分
が
リ
ー
ス
料
に
上
乗
せ
さ
れ
る
こ
と
で
ぁ
る
。
最
後
の
問
題
点
は
「
地
震
や

火
災
等
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
も
の
で
、
動
産
総
合
保
険
等
が
あ
る
も
の
の
、
基
盤
が
脆
弱

で
専
門
知
識
を
あ
ま
り
持
っ
て
い
な
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
リ
ス
ク
に
敏
感
に
対
応
す
る
の
に
は

限
界
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
上
、
三
つ
の
問
題
点
を
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
少
し
づ
つ
で
も
勉
強
し
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
素
人
の
集
ま
り
で
あ
る
大
宮
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
普
通
教
室
に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置

す
る
日
標
に
対
し
て
、
紆
余
曲
折
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、　
一
つ
の
結
論
を
導
き
出
す
こ

と
が
で
き
た
ｏ
こ
れ
が
実
現
で
き
た
の
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
執
行
部
が

一
生
懸
命
に
取
組
ん
だ
こ

と
に
も
よ
る
が
、
大
谷
校
長
を
中
心
と
し
た
教
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
る

と＼
こ
ろ
が
大
き
ド
と
実
感
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表④ 大宮高校の普通教室に設置された
クーラーの概要

維持費・他費用月額 51円 /人・月

電気使用料月額 135円/人 。月
保護者の納入月額 680円 /人・月

教室当たりの費用経費月額 20,000円 /室・月

設置 (工事合)リ ース料月額 494円 /人・月

電気蓄熱方式

費用納入予定保護者数

リース期間

校舎の横に並ぶクーラーの室外機

150


